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知っておいてネ！腸重積症

★腸重積症は緊急な治療を必要とするぜひ知って
おいて欲しい病気です。 生後 4 ヶ月から 1歳に多く
みられ、 腸の一部が腸にもぐりこみ （重積） 腸が
閉塞し血行障害を起こします。

★季節的には冬から春に
　 かけて多い病気です。
★症状：
   ①周期的な激しい腹痛の

      ため不機嫌に泣いたり、 顔色が悪くなりグッタリ      

することをくり返します。 

　 ②最初はミルクや食べた物を嘔吐しますが、 時間が経

つと 黄褐色のものを吐く（胆汁性嘔吐）こともあります。

   ③イチゴゼリー様の粘血便が特徴的ですが、 浣腸で

はじめて確認されることもあります。

★治療：空気や造影剤を使用した X 線透視下での
高圧浣腸で整復を行います。 治療までに時間が
かかったり、 腸がすでに破れている （穿孔） とき
は緊急手術が必要となります。

      治療が遅れると腹膜炎を起こし危険です。
      特徴的な症状をよく覚えておきましょう！
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